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「敬虔なクリスチャン、人格主義の教育者、平和主義の国際人」
……こうしたイメージは新渡戸の一面に過ぎない！

従来の評伝では書かれていない
「植民学の専門家として台湾統治や満洲問題に深く関わった新渡戸」に
焦点を当てたユニークな新渡戸稲造論

草原克豪 （くさはら かつひで）

1941年北海道生まれ。東京
大学教養学部卒。文部省に
入省後、コーネル大学経営
行政大学院留学、ユネスコ
本部勤務を経て、文部省大
臣官房審議官（高等教育局
担当）、生涯学習局長等を歴
任した後、拓殖大学副学長
兼拓殖大学北海道短期大学
学長を務め、現在は拓殖大
学名誉教授。その間に日本
ユネスコ国内委員会委員、
日米文化教育交流会議委員、
日米教育委員会（フルブラ
イト委員会）委員などを歴
任し、現在も(一財)英語教
育協議会理事長、(公社)日
本空手協会会長、(公財)合
気会理事を務める。
主な著書は『近代日本の世
界体験』（小学館スクウェア）
『日本の大学制度』（弘文堂）
『「徳」の教育論』（共編、
芙蓉書房出版）『大学の危機』
（弘文堂）『新渡戸稲造 1862
-1933 我、太平洋の橋となら
ん （新版）』（藤原書店）『新
渡戸稲造はなぜ「武士道」
を書いたのか』（PHP新書）
『武道文化としての空手道』

（芙蓉書房出版）など。

第１章 新渡戸稲造の知られざる顔

「クリスチャン、教育者、国際人」は新渡戸の一面に過ぎない／新渡戸に関する
誤解／新渡戸を通して日本の近代史が見えてくる／全体像から見えてきた新渡戸
の素顔
第２章 新渡戸稲造と植民政策
台湾の産業開発への貢献／日露戦争と朝鮮・満洲／日本の植民学の学統／海外雄
飛の勧め／新渡戸の植民思想／日本の植民政策の特徴／誰のために統治するのか
第３章 新渡戸稲造と日米関係
カリフォルニアの日系移民排斥／悪化する日米関係の改善への努力／排日移民法
の衝撃
第４章 新渡戸稲造を悩ませた満洲問題
満洲経営の体制／国際問題化する満洲／満洲事変から満洲国建国へ／新渡戸の軍
部批判／アメリカ世論との対決／不寛容な国際社会への警鐘
第５章 日本の敗戦と占領政策
大東亜戦争への道／ＧＨＱによる日本弱体化政策
第６章 日本の「自立」に向けて
日本を誤らせた左右の全体主義／日本の民主主義の原点は「五箇条の御誓文」／
道義国家としての品性／「学問の目的は、高等なる判断力を養うこと」／「和を
以て貴しと為す」
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◎新渡戸は日本の近代化と国際化の過程で

どのような役割を果たしたのか

◎『武士道』は新渡戸の愛国心が書かせた

◎台湾の産業振興に貢献した

◎排日移民法に「二度とアメリカの土を踏まない」

と厳しく非難

◎満洲問題の国際化に悩む新渡戸

◎日本の軍部にも米国の世論にも批判的に臨んだ
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６月中旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ５月23日（月） です
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